
地熱発電（原理）

海に近い地熱地
帯では、海水か
らの塩素イオン
が循環水に混
入する。

塩素（Cｌ）イオン

地殻からヒ素などの物質が混入する。また、マグマ
から発生する硫黄イオンが地熱水に混入する。

硫黄（S）イオン

地熱貯留層を中心として地熱水が循環
をしており、そのうちの一部を取り出して
利用している。



環境影響（蒸気生産時）

硫化水素濃 度 症 状 等 

５ppm 程度 不快臭 

10 ppm 許容濃度（眼の粘膜の刺激下限界） 

20ppm 

↓ 

350ppm 

↓ 

700ppm 

気管支炎、肺炎、肺水腫 

 

生命の危険 

 

呼吸麻痺、昏倒、呼吸停止、死亡 

（出典）厚生労働省 HP 1 

10ppm未満1/100～1/1000
以下に希釈

冷却塔

さまざまな要因にて地熱熱水や蒸気の中に有害物質が混入
する（場所によって、混入の割合は異なる）

＜硫化水素問題＞ ＜ヒ素問題＞

→ 原則、還元井を設けて地下深部に戻す



環境アセスメントでの計測項目

環境省：平成22年地熱発電に係る環境影響審査手法調査より



環境影響（熱水排出時）

配管にたまったスケール
（長崎、小浜温泉）

地域によって異なりますが、概
ね2万分の1(熱水1Lに対し硫酸1滴
程度)硫酸を添加すると熱水はた
だちにpH5～6の微弱な酸性となり、
熱水の硫酸イオン濃度は幾らか増
加しますが、熱水の泉質は変わり
ません。

熱水のｐHを５～６にする

と、シリカスケールを抑制
できる

＜硫酸の注入量＞



資源の維持

環境省 温泉資源の保護に関するガイドライン
（地熱発電関係）を一部改訂

地熱発電における還元の重要性

• 地熱貯留層の圧力維持
• 地表環境の保全

ニュージーランド・ワイラケイ発
電所近傍の状況（クレーター・
オブ・ザ・ムーン）

（バイナリー発電でも、冷熱源が重要）



指宿地域の地質構造

太田(1966)

阿多カルデラ：魚見岳
南麓ー鬼門平－
烏帽子岳東麓ー
開聞岳北麓ー
長崎鼻北麓

阿多カルデラ内には、
多くの中央円頂丘が
あったが、その後の
火山活動により山体
は破壊されて、現在
の池田湖、鰻池、成
川、山川のカルデラ
になっている。

西北西ー東南東方向の構造



指宿の地温分布



指宿の地下構造

概念図


